
当ＪＡ顧問税理士

福田　正寛

無料税務相談会
　身近にあって、でもなかなか分からない
税金のしくみ。それぞれのケースに合わせ
て、分かりやすくお答えします。

要予約

ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 平山）

●開催日時 平成28年 １月25日（月）
  ２月25日（木）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店
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本年もよろしくお願い申し上げます

（平成２７年１1月末実績参考）
組合員数 6,634名（団体含）

67,121百万円
19,405百万円

2,284億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

1,336,931千円
766,874千円

143名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあい

組合長年頭のご挨拶

JA白山
広 報

設置期間

受付時間

場　所

松任税務署の 会場について松任税務署の確定申告 会場について
2月8日（月）～3月15日（火）
※土曜日、日曜日、祝日を除く

午前9時から午後4時
※会場の混み具合によって、時間前に受付を終了する場合があります

松任税務署 （白山市博労2丁目22番地）

松任税務署からのお知らせ

確定申告会場を利用される方へ
　税務署では、e-Tax（国税電子申
告、納税システム）の利用を推進し
ています。
　税務署の確定申告会場での、パソ
コン（e-Tax）への入力は、原則とし
て、納税者の皆さんにお願いしてい
ます。
　不明な点は税務署の職員がワン
ポイントアドバイスをしますので、
ご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ先／ 松任税務署 TEL（076）276－2345

春を待つ麦春を待つ麦
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
国
内
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
政
策

の「
大
胆
な
金
融
政
策
」「
機
動
的
な
財
政
政
策
」

「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
に
よ
り
、

経
済
は
ゆ
る
や
か
な
成
長
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
業
情
勢
に
お
い
て
は
、
農
業
者
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
、
米
を
中
心
と
し
た
農
産
物

の
価
格
低
迷
等
、
農
業
の
先
行
き
不
安
を
募
ら

せ
る
状
況
が
続
く
中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
大
筋
合

意
と
な
り
、
農
業
部
門
は
農
林
水
産
物
重
要
品

目
５
品
目
へ
の
特
別
輸
入
枠
の
設
定
や
段
階
的

な
関
税
の
削
減
・
撤
廃
、
さ
ら
に
は
野
菜
の
関

税
が
撤
廃
さ
れ
る
等
、
農
産
物
市
場
の
大
幅
な

開
放
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
合
意
に
よ
り

我
が
国
の
農
業
・
農
村
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

生
産
現
場
で
は
不
安
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
農
家
の
不
安
払
拭
と
安
定
生
産
に
む

け
て
総
額
４
０
０
０
億
円
越
の
補
正
予
算
案
を

ま
と
め
る
等
の
対
策
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
農
業
・
農
村
を
将
来
に
渡

っ
て
守
り
安
心
し
て
農
業
を
営
む
こ
と
が
出
来

る
対
策
を
強
く
政
府
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
８
月
の
改
正
農
協
法
は
、
農
協
の
事

業
運
営
原
則
の
明
確
化
、
理
事
等
の
構
成
、
中

央
会
制
度
の
廃
止
、
公
認
会
計
士
監
査
の
義
務

付
け
等
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
・
組
織
の

根
幹
に
か
か
わ
る
大
幅
な
法
改
正
と
な
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
ら
の
対
応
と
し

て
、全
国
Ｊ
Ａ
大
会
で
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
３

つ
の
基
本
目
標
と
す
る
自
己
改
革
に
取
組
む
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
27
年
度
事
業
の
展
開
は
、
第
三
次

中
期
計
画
（
25
〜
27
年
度
）
の
最
終
年
と
し
て

各
事
業
を
計
画
に
沿
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
特
に
、
昨
年
６
月
末
に
オ
ー
プ
ン
し
た

県
内
最
大
級
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
は
、
当
初
の
計
画

を
上
回
り
、
地
域
農
業
に
元
気
と
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
な
り
一
定
の
成
果
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
第
四
次
中

期
３
カ
年
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
と
な
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
改
革
の
基
本
項
目
を
重
視
し
た
取
り
組
み

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
農
業
所
得
の

向
上
と
生
産
の
拡
大
に
お
い
て
は
、
主
要
品
目

の
米
の
生
産
販
売
対
策
の
強
化
と
園
芸
振
興
に

よ
る
複
合
経
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
の
取
り
組
み
を
一

層
強
化
し
、
農
業
振
興
と
地
域
活
性
化
の
拠
点

施
設
と
し
て
運
営
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
は
、 

Ｊ
Ａ
白
山
は
合
併
10
周
年
を
迎
え

ま
す
が
、 

Ｊ
Ａ
は
地
域
農
業
の
発
展
と
生
活
を

守
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
組
合
員
・
地
域
住

民
に
愛
さ
れ
る
組
織
と
し
て
よ
り
一
層
の
発
展

に
向
け
て
役
職
員
一
同
、
積
極
的
に
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
皆
様
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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拶
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拶
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頭
の
ご
挨
拶
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表
理
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合
長  

　
　
　

  

竹
　
内
　
文
　
雄

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
年
の

　お
慶
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を
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し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
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年
の

　お
慶
び
を
申
し
上
げ
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す

謹
ん
で
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の
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慶
び
を
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し
上
げ
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す

代
表
理
事
組
合
長

竹
内

　
文
雄

副
組
合
長
理
事

北
村

　
　
登

代
表
理
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務

東
藤
冨
士
雄

代
表
理
事
常
務

柄
田

　
俊
樹

理

　
事辻

　
　
　
進

理

　
事山

田

　
清
一

理

　
事澤

田

　
　
繁

理

　
事山

本
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隆

理

　
事藤

田

　
和
彦
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一
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史
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﨑
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岸
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西
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代
表
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村

　
文
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谷
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監
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良
次

監
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仁

員
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本
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英
夫

総
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部
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誠
一

営
農
部
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司
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農
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畑
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行

白
峰
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店
長

山
下

　
次
久

農
産
物
直
売
所
店
長

小
田

　
達
哉

他  

職
員
一
同

組合長あいさつ
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【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

「
個
人
情
報
保
護
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
係
る
各
種
方
針
・
規
程
」
の
設
定
に
つ

い
て（
可
決
）

第
２
号
議
案

　理
事
が
代
表
を
務
め
る
法
人
へ
の
信
用
供

与
の
条
件
変
更
に
つ
い
て（
可
決
）

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
27
年
10
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

②　

平
成
27
年
産
米
の
集
荷
実
績
報
告
に
つ
い
て

③　

白
峰
支
店
の
移
転
用
地
取
得
に
か
か
る
既
存
建
物
の

取
壊
し
に
つ
い
て

④　

鶴
来
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

の
実
施
に
つ
い
て

⑤　

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に
お
け
る
野
立
広
告
塔
及
び

風
除
壁
の
設
置
に
つ
い
て

⑥　

組
合
長
一
任
取
引
に
か
か
る
有
価
証
券
取
得
結
果
に

つ
い
て

第
７
回
定
例
理
事
会

●
日
時
　
平
成
27
年
11
月
26
日（
木
）　
午
後
１
時
30
分

理
事
会
だ
よ
り

　毎年、冬になると雪下ろし作業に伴う転落事故等が発生しています。屋根の雪下ろしは、安全対策
を怠ると、大きな事故につながります。

●温かい日の午後は特に注意しましょう
 屋根が滑りやすく危険ですので、できれば曇り空で雪が固い午前中に行いましょう
●安全な服装で
 ヘルメットの着用、着ぶくれしない動きやすい服装にしましょう
●転落防止に命綱を使いましょう
 ザイルや麻ロープなどを使いましょう
 命綱は屋根の上で止まる長さで正しく結びましょう
●はしごはしっかり固定しましょう
 はしごの足元はしっかり固定し、頭部を安定させましょう
 自分の足場をしっかり確保し、雪は、20cmほど残して落とす。
 （おろし過ぎは、滑りやすくなってしまいます）
●２人以上で作業しましょう
 やむを得ず１人で作業する場合は、家族や近所に声を掛け、時々様子を見てもらう
●無理な作業はやめましょう
 雪下ろしは重労働です。作業する前には準備運動、作業中には十分な休憩をとり水分を補給しましょう
 体調が悪い時は無理をせずやめましょう

　昨年度は大雪に見舞われました。今年度もまだまだ大雪が予想されます。雪下ろしの際はケガや屋根の破
損などに十分ご注意ください。JAの建物更生共済にご加入の皆様のお宅で、降雪による屋根の被害や屋根雪
降ろし時にお怪我をされた場合は最寄の店舗またはLA（ライフアドバイザー）までお気軽にご相談ください。

除雪作業の注意

ＪＡ共済から安全・安心のお知らせ

　平
成
27
年
11
月
10
日
・
11
日
に
開
催
さ
れ
た
第

18
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
蝶
屋

支
店
管
内
の（
農
）安
産
営
農
組
合
が
集
落
営
農
部

門
で
表
彰
さ
れ
た
。
同
賞
は
、
全
国
の
担
い
手
の

中
で
優
良
経
営
体
を
運
営
す
る
営
農
組
合
に
対
し

表
彰
さ
れ
る
も
の
。

　今
回
の
同
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
語
ろ
う
未
来

を
受
け
継
ご
う
今
を
！
〜
農
業
の
無
限
の
可
能

性
を
信
じ
て
〜
」
で
、
開
催
地
の
宮
崎
県
は
「
日

本
の
ひ
な
た
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に（
農
）安
産
営

農
組
合
に
は
、「
白
山
市
の
ひ
な
た
」
と
し
て
、

管
内
農
業
振
興
を
リ
ー
ド
し
て
頂
き
、
今
後
一
層

の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第18回 全国農業担い手サミット in みやざき

（農）安産営農組合  集落営農部門で受賞
全国担い手育成総合支援協議会会長賞
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Ｊ
Ａ
白
山
営
農
部 

丸
い
も
部
会
事
務
局
　
舟
渡
ま
で
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ （
０
７
６
）２
７
３ 

― 

５
２
７
７

問
い
合
わ
せ
先 

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
丸
い
も
試
食
販
売

　
平
成
27
年
12
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
、
丸
い
も

の
試
食
販
売
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
丸
イ
モ
部
会
の
女
性
部
員
が
看
板
娘
と

し
て
、
す
り
お
ろ
し
た
丸
い
も
の
小
皿
を
手
渡
し
な
が
ら
、
丸
イ
モ
の
滋
養
強
壮

の
効
能
や
料
理
の
仕
方
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
試
食
さ
れ
た
方
は
、「
お
い
し
い
ね
。

う
ち
で
も
食
べ
る
の
に
買
っ
て
い
く
わ
」
と
語
っ
た
。
丸
い
も
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
ブ

ラ
ン
ド
野
菜
の
一
つ
で
、
商
品
価
値
も
高
い
為
、
現
在
、
地
元
贈
答
用
、
関
西
方

面
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す
が
、供
給
が
需
要
に
追
い
付
か
な
い
の
が
現
状
で
、

若
き
生
産
者
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
丸
イ
モ
部
会
へ
一
度

ご
連
絡
下
さ
い
と
の
こ
と
。

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
丸
い
も
試
食
販
売

丸
い
も
出
荷
大
忙
し

　
12
月
４
日（
金
）、
寒
風
吹
き
荒
れ
る
大
荒

れ
の
天
気
の
中
、
丸
い
も
出
荷
作
業
の
取
材

を
行
っ
た
。
11
月
か
ら
毎
週
金
曜
日
、
部
員

た
ち
が
集
ま
り
、
等
級
づ
け
と
出
荷
の
箱
詰

め
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
９
名

の
部
員
（
内
３
名
が
新
人
部
員 ※

中
村
春

樹
さ
ん
、山
本
勉
さ
ん
、井
上
宝
子
さ
ん
）が
、

出
荷
作
業
を
行
っ
た
。
27
年
度
の
品
質
は

上
々
で
12
月
末
に
は
出
荷
さ
れ
た
全
量
（
約

６
ト
ン
）
が
完
売
す
る
。
販
売
先
は
、
京
都

の
有
名
商
店
や
県
内
外
の
お
歳
暮
に
利
用
さ

れ
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
直
売
し
て
い

る
。
中
村
部
会
長
は
、「
全
盛
期
（
出
荷
量

35
ト
ン
）
か
ら
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
ら
な

い
。
新
規
部
員
を
大
募
集
し
て
増
産
し
て
い

き
た
い
。
近
い
将
来
、
東
京
進
出
も
計
画
し

て
お
り
、
最
低
全
盛
期
の
半
分
（
10
〜
15
ト

ン
）
は
確
保
で
き
る
よ
う
丸
い
も
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
28
年
度
も
２

名
の
新
規
部
員
を
確
保
し
て
お
り
、
丸
い
も

部
会
の
発
展
に
注
目
し
た
い
。
今
年
度
生
産

価
格
は
、
７
０
０
円
／
㎏ 

〜
６
５
０
円
／

㎏
に
な
る
予
定
。

丸
い
も
出
荷
大
忙
し

丸
い
も
部
会

丸
い
も
部
会
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12
月
８
日（
火
）、
本
店
に
て
、
全
職
員
を
対
象
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
で
は
、
昨
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
業

務
に
支
障
が
出
た
部
署
が
あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
総

務
課
が
企
画
し
実
施
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
罹
患
す
る
と
２
〜
３
日
間
高
熱
が
出

る
と
同
時
に
全
身
倦
怠
感
の
症
状
が
続
く
。
治
療
を

受
け
れ
ば
１
週
間
程
度
で
回
復
す
る
が
、
特
に
高
齢

者
や
小
さ
い
子
供
が
罹
患
し
た
場
合
、
重
症
化
す
る

と
死
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
飛
沫
感
染
で

広
が
る
た
め
、
予
防
（
う
が
い
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク

着
用
な
ど
）
が
大
事
。
今
回
、
予
防
接
種
を
受
け
た

職
員
は
「
こ
れ
で
、
ひ
と
ま
ず
安
心
し
て
仕
事
に
励

み
ま
す
。
ま
た
、
予
防
対
策
も
し
っ
か
り
行
い
、
組

合
員
や
お
客
さ
ん
に
は
笑
顔
で
対
応
し
た
い
」
と
語

っ
た
。 集

団
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
実
施

 

〜
全
職
員
を
対
象
に
〜

　
12
月
12
日（
土
）、Ｊ
Ａ
白
山
本
店 

多
目
的
ホ
ー
ル

で
、《
ス
ト
レ
ス
の
な
い
職
場
を
つ
く
ろ
う
！
》
と

題
し
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
を
開
催
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
講
師
に
公
立
松
任
石
川
中
央
病
院
・

精
神
科
認
定
看
護
師 

西
本
多
加
子
氏
を
迎
え
、
ど

ん
な
時
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
す

る
こ
と
で
の
弊
害
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
予
防
対

処
法
を
学
ん
だ
。特
に
職
場
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、

あ
い
さ
つ
や
会
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

事
と
の
こ
と
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
隣
の
席
同
士
の

自
己
紹
介
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
体
験
が
あ
っ
た
。
職
場
で
の
「
飲
み
に
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
も
い
い
方
法
と
の
提
案
も
あ
っ
た
。
日
頃
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
職
員
た
ち
は
、「
ス
ト
レ
ス

溜
め
な
い
よ
う
に
お
互
い
気
を
付
け
よ
う
ね
」
と
語

っ
た
。 メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
を
開
催

 

〜
ス
ト
レ
ス
の
な
い
職
場
作
り
へ
〜男

性
大
学

第
５
回
女
性
大
学

よ
く
わ
か
る
陽
子
線
が
ん
治
療
講
座

第
11
回
料
理
教
室
開
講

　
12
月
９
日（
水
）、
つ
る
ぎ
支
店
会
議
室
で
第
５
回
女
性
大

学
を
開
催
し
た
。
今
回
は
、
よ
く
わ
か
る
陽
子
線
が
ん
治
療

講
座
と
し
て「
切
ら
ず
に
、
副
作
用
の
少
な
い
が
ん
治
療
」に

つ
い
て
、
福
井
県
立
病
院
陽
子
線
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
の

佐
々
木
誠
氏
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。
陽
子
線
が
ん
治

療
は
先
進
医
療
で
高
額
費
用
が
か
か
り
、
切
ら
ず
に
ま
た
副

作
用
が
少
な
い
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
通
院・仕
事
帰

り
に
治
療
で
き
る
と
の
こ
と
。
現
在
、
日
本
人
の
死
亡
原
因

第
１
位
は
が
ん
。
が
ん
は
早
期
発
見
が
大
切
な
の
で
、
健
康

診
断
は
必
ず
受
け
て
注
意
す
る
こ
と
が
一
番
目
。
２
番
目

は
、
が
ん
に
な
っ
た

時
の
こ
と
を
考
え
て

対
応
す
る
共
済
に
加

入
す
る
こ
と
。 

Ｊ
Ａ
共

済
で
は
、
医
療
共
済

や
が
ん
共
済
に
先
進

医
療
特
約
を
付
け
て

加
入
す
る
こ
と
が
お

す
す
め
。
参
加
し
た

受
講
生
は「
が
ん
に
な

る
の
は
い
や
や
け
ど
、

も
し
も
の
時
に
役
に

立
つ
話
が
聞
け
て
良

か
っ
た
」と
語
っ
た
。

　
平
成
27
年
12
月
17
日（
木
）、
農
産

物
加
工
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
講
師
に

下
樋
先
生
を
迎
え
開
催
さ
れ
た
。
今

回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
も

近
い
と
い
う
こ
と
で
、
子
供
が
喜
ぶ

料
理
で
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ク
リ
ー
ム

シ
チ
ュ
ー
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
の
作
り

方
を
習
っ
た
。
受
講
生
は
、
今
ま
で

習
っ
た
技
術
を
使
い
な
が
ら
て
き
ぱ

き
と
料
理
を
仕
上
げ
た
。

　
冬
の
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

「
お
で
ん
の
大
根
は
源
助
大
根
が
い

い
」
と
か
、
ハ
ン
バ
ー
グ
の
語
源
等

に
つ
い
て
豆
知
識
を
語
り
な
が
ら
、

完
成
し
た
料
理
を
楽
し
く
試
食
し
た
。

　
今
回
を
も
っ
て
、
第
１
期
生
の
男

性
料
理
教
室
（
全
11
回
）
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
第
２
期
生
の
男
性
大

学
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
検
討
中
で
す
。
こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
か
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

本
店
総
務
部
　
担
当
／
平
山
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
７
２
―
３
３
３
３

お
問
い
合
せ
先
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一 支 店 一 協 同 活 動

手
取
支
店

　
平
成
27
年
12
月
12
日（
土
）、
手
取
支
店
管
内
の
女
性
部

と
支
店
職
員
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
門
園
で
清
掃
活

動
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
は
、
入
居
者
に
き
れ
い
な
施
設

で
年
末
年
始
を
快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
一
昨
年
よ

り
一
支
店
一
協
同
活
動
の
一
環
と
し
て
女
性
部
と
合
同
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
作
業
に
先
立
ち
、
浦
久
美
子
支
部
長

よ
り
、
女
性
部
活
動
を
通
し
て
集
め
た
タ
オ
ル
な
ど
が
介

護
施
設
へ
贈
呈
さ
れ
た
。
参
加
し
た
職
員
ら
は
、
て
き
ぱ

き
と
雑
巾
や
使
い
捨
て
の
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
い
、
普
段

手
の
届
か
な
い
サ
ッ
シ
の
溝
や
窓
ガ
ラ
ス
等
の
清
掃
作
業

を
行
な
っ
た
。
作
業
終
了
後
、
職
員
の
福
田
さ
ん
よ
り
、

施
設
の
概
要
、
介
護
制
度
の
現
状
、
認
知
症
予
防
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
参
加
者
の
中
に
は
家
族
が
介
護
を
受

け
て
い
た
り
、
自
分
の
将
来
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も

多
数
お
り
、
介
護
の
苦
労
と
健
康
の
大
切
さ
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

女
性
部
と
支
店
職
員
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
清
掃

　
平
成
27
年
12
月
14
日（
月
）、
本
店
で
毎
年
恒
例
の
正
月
用

し
め
縄
作
り
教
室
が
鶴
来
支
部
「
じ
ゃ
が
い
も
ク
ラ
ブ
」
の

協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
《
お
正
月
を
楽
し
く
迎

え
ま
し
ょ
う
！
》と
題
し
て
、「
し
め
縄
飾
り
」と「
一
文
字
」

を
作
っ
た
。
毎
年
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
お
り
参
加
し
た
部

員
同
士
、
教
え
教
わ
り
な
が
ら
て
き
ぱ
き
と
わ
ら
縄
を
編
み

し
め
縄
飾
り
や
一
文
字
を
綺
麗
に
仕
上
げ
ら
れ
、
部
員
ら
は

自
分
で
作
っ
た
し
め
飾
り
な
ど
を
手
に
「
こ
れ
で
良
い
年
を

迎
え
ら
れ
る
わ
」
と
ほ
ほ
え
ん
で
い
た
。

第
６
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
開
催

し
め
縄
作
り
教
室

　
平
成
27
年
12
月
16
日（
水
）、
蝶
屋
支
店
に
お
い
て
正
月
用

の
寄
せ
植
え
教
室
を
行
っ
た
。
こ
の
教
室
は
毎
回
大
好
評
で
、

参
加
者
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
参
加
者
は
、
講
師
の
方
の

説
明
を
聞
い
て
、
風
水
的
に
良
い
黄
色
の
花
を
選
ぶ
な
ど
、

新
し
い
年
に
期
待
を
込
め
な
が
ら
作
品
づ
く
り
に
は
げ
ん
だ
。

寄
せ
植
え
教
室
を
開
催

　
平
成
27
年
11
月
18
日
〜
19
日
の
日
程
で
Ｊ
Ａ
石
川
県
女
性

組
織
協
議
会
の
三
重
県
視
察
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
研
修

１
日
目
、Ｊ
Ａ
い
が
ほ
く
ぶ
女
性
組
織
と
の
対
談
と
加
工
場

見
学
。
主
に
味
噌
作
り
・
い
な
り
ず
し
・
あ
ん
も
ち
作
り
を

見
学
し
ま
し
た
。
次
に
、
６
次
産
業
取
組
視
察
と
し
て
「
伊

賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
伊
賀
の
養

豚
農
家
を
中
心
に
、
ハ
ム
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
を
作
っ
て
通
信
販

売
し
、
宿
泊
コ
テ
ー
ジ
や
手
作
り
体
験
教
室
も
開
催
さ
れ
、

短
時
間
で
は
回
り
き
れ
な
い
ほ
ど
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
２
日
目
、
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
、Ｊ
Ａ
豊
年
講
、
本

年
の
豊
年
祈
願
、
お
神
楽
を
奉
納
し
ま
し
た
。
２
日
間
と
短

い
期
間
で
し

た
が
、
目
を

見
張
る
体
験

ば
か
り
で
整

理
が
つ
き
ま

せ
ん
が
、
今

後
の
自
分
達

の
組
織
の
活

動
に
プ
ラ
ス

し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
石
川
県
女
性
組
織
協
議
会

主
催
三
重
県
視
察
研
修
に
参
加

Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部
長
　
岡
田 

篤
子

女 

性 

部

蝶
屋
支
部  

レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
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一 支 店 一 協 同 活 動

手
取
支
店

　
平
成
27
年
12
月
12
日（
土
）、
手
取
支
店
管
内
の
女
性
部

と
支
店
職
員
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
門
園
で
清
掃
活

動
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
は
、
入
居
者
に
き
れ
い
な
施
設

で
年
末
年
始
を
快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
一
昨
年
よ

り
一
支
店
一
協
同
活
動
の
一
環
と
し
て
女
性
部
と
合
同
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
作
業
に
先
立
ち
、
浦
久
美
子
支
部
長

よ
り
、
女
性
部
活
動
を
通
し
て
集
め
た
タ
オ
ル
な
ど
が
介

護
施
設
へ
贈
呈
さ
れ
た
。
参
加
し
た
職
員
ら
は
、
て
き
ぱ

き
と
雑
巾
や
使
い
捨
て
の
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
い
、
普
段

手
の
届
か
な
い
サ
ッ
シ
の
溝
や
窓
ガ
ラ
ス
等
の
清
掃
作
業

を
行
な
っ
た
。
作
業
終
了
後
、
職
員
の
福
田
さ
ん
よ
り
、

施
設
の
概
要
、
介
護
制
度
の
現
状
、
認
知
症
予
防
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
参
加
者
の
中
に
は
家
族
が
介
護
を
受

け
て
い
た
り
、
自
分
の
将
来
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も

多
数
お
り
、
介
護
の
苦
労
と
健
康
の
大
切
さ
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

女
性
部
と
支
店
職
員
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
清
掃

　
平
成
27
年
12
月
14
日（
月
）、
本
店
で
毎
年
恒
例
の
正
月
用

し
め
縄
作
り
教
室
が
鶴
来
支
部
「
じ
ゃ
が
い
も
ク
ラ
ブ
」
の

協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
《
お
正
月
を
楽
し
く
迎

え
ま
し
ょ
う
！
》と
題
し
て
、「
し
め
縄
飾
り
」と「
一
文
字
」

を
作
っ
た
。
毎
年
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
お
り
参
加
し
た
部

員
同
士
、
教
え
教
わ
り
な
が
ら
て
き
ぱ
き
と
わ
ら
縄
を
編
み

し
め
縄
飾
り
や
一
文
字
を
綺
麗
に
仕
上
げ
ら
れ
、
部
員
ら
は

自
分
で
作
っ
た
し
め
飾
り
な
ど
を
手
に
「
こ
れ
で
良
い
年
を

迎
え
ら
れ
る
わ
」
と
ほ
ほ
え
ん
で
い
た
。

第
６
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
開
催

し
め
縄
作
り
教
室

　
平
成
27
年
12
月
16
日（
水
）、
蝶
屋
支
店
に
お
い
て
正
月
用

の
寄
せ
植
え
教
室
を
行
っ
た
。
こ
の
教
室
は
毎
回
大
好
評
で
、

参
加
者
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
参
加
者
は
、
講
師
の
方
の

説
明
を
聞
い
て
、
風
水
的
に
良
い
黄
色
の
花
を
選
ぶ
な
ど
、

新
し
い
年
に
期
待
を
込
め
な
が
ら
作
品
づ
く
り
に
は
げ
ん
だ
。

寄
せ
植
え
教
室
を
開
催

　
平
成
27
年
11
月
18
日
〜
19
日
の
日
程
で
Ｊ
Ａ
石
川
県
女
性

組
織
協
議
会
の
三
重
県
視
察
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
研
修

１
日
目
、Ｊ
Ａ
い
が
ほ
く
ぶ
女
性
組
織
と
の
対
談
と
加
工
場

見
学
。
主
に
味
噌
作
り
・
い
な
り
ず
し
・
あ
ん
も
ち
作
り
を

見
学
し
ま
し
た
。
次
に
、
６
次
産
業
取
組
視
察
と
し
て
「
伊

賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
伊
賀
の
養

豚
農
家
を
中
心
に
、
ハ
ム
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
を
作
っ
て
通
信
販

売
し
、
宿
泊
コ
テ
ー
ジ
や
手
作
り
体
験
教
室
も
開
催
さ
れ
、

短
時
間
で
は
回
り
き
れ
な
い
ほ
ど
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
２
日
目
、
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
、Ｊ
Ａ
豊
年
講
、
本

年
の
豊
年
祈
願
、
お
神
楽
を
奉
納
し
ま
し
た
。
２
日
間
と
短

い
期
間
で
し

た
が
、
目
を

見
張
る
体
験

ば
か
り
で
整

理
が
つ
き
ま

せ
ん
が
、
今

後
の
自
分
達

の
組
織
の
活

動
に
プ
ラ
ス

し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
石
川
県
女
性
組
織
協
議
会

主
催
三
重
県
視
察
研
修
に
参
加

Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部
長
　
岡
田 

篤
子

女 

性 

部

蝶
屋
支
部  

レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
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12
月
８
日（
火
）、
本
店
に
て
、
全
職
員
を
対
象
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
で
は
、
昨
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
業

務
に
支
障
が
出
た
部
署
が
あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
総

務
課
が
企
画
し
実
施
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
罹
患
す
る
と
２
〜
３
日
間
高
熱
が
出

る
と
同
時
に
全
身
倦
怠
感
の
症
状
が
続
く
。
治
療
を

受
け
れ
ば
１
週
間
程
度
で
回
復
す
る
が
、
特
に
高
齢

者
や
小
さ
い
子
供
が
罹
患
し
た
場
合
、
重
症
化
す
る

と
死
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
飛
沫
感
染
で

広
が
る
た
め
、
予
防
（
う
が
い
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク

着
用
な
ど
）
が
大
事
。
今
回
、
予
防
接
種
を
受
け
た

職
員
は
「
こ
れ
で
、
ひ
と
ま
ず
安
心
し
て
仕
事
に
励

み
ま
す
。
ま
た
、
予
防
対
策
も
し
っ
か
り
行
い
、
組

合
員
や
お
客
さ
ん
に
は
笑
顔
で
対
応
し
た
い
」
と
語

っ
た
。 集

団
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
実
施

 

〜
全
職
員
を
対
象
に
〜

　
12
月
12
日（
土
）、Ｊ
Ａ
白
山
本
店 

多
目
的
ホ
ー
ル

で
、《
ス
ト
レ
ス
の
な
い
職
場
を
つ
く
ろ
う
！
》
と

題
し
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
を
開
催
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
講
師
に
公
立
松
任
石
川
中
央
病
院
・

精
神
科
認
定
看
護
師 

西
本
多
加
子
氏
を
迎
え
、
ど

ん
な
時
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
す

る
こ
と
で
の
弊
害
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
予
防
対

処
法
を
学
ん
だ
。特
に
職
場
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、

あ
い
さ
つ
や
会
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

事
と
の
こ
と
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
隣
の
席
同
士
の

自
己
紹
介
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
体
験
が
あ
っ
た
。
職
場
で
の
「
飲
み
に
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
も
い
い
方
法
と
の
提
案
も
あ
っ
た
。
日
頃
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
職
員
た
ち
は
、「
ス
ト
レ
ス

溜
め
な
い
よ
う
に
お
互
い
気
を
付
け
よ
う
ね
」
と
語

っ
た
。 メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
を
開
催

 

〜
ス
ト
レ
ス
の
な
い
職
場
作
り
へ
〜男

性
大
学

第
５
回
女
性
大
学

よ
く
わ
か
る
陽
子
線
が
ん
治
療
講
座

第
11
回
料
理
教
室
開
講

　
12
月
９
日（
水
）、
つ
る
ぎ
支
店
会
議
室
で
第
５
回
女
性
大

学
を
開
催
し
た
。
今
回
は
、
よ
く
わ
か
る
陽
子
線
が
ん
治
療

講
座
と
し
て「
切
ら
ず
に
、
副
作
用
の
少
な
い
が
ん
治
療
」に

つ
い
て
、
福
井
県
立
病
院
陽
子
線
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
の

佐
々
木
誠
氏
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。
陽
子
線
が
ん
治

療
は
先
進
医
療
で
高
額
費
用
が
か
か
り
、
切
ら
ず
に
ま
た
副

作
用
が
少
な
い
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
通
院・仕
事
帰

り
に
治
療
で
き
る
と
の
こ
と
。
現
在
、
日
本
人
の
死
亡
原
因

第
１
位
は
が
ん
。
が
ん
は
早
期
発
見
が
大
切
な
の
で
、
健
康

診
断
は
必
ず
受
け
て
注
意
す
る
こ
と
が
一
番
目
。
２
番
目

は
、
が
ん
に
な
っ
た

時
の
こ
と
を
考
え
て

対
応
す
る
共
済
に
加

入
す
る
こ
と
。 

Ｊ
Ａ
共

済
で
は
、
医
療
共
済

や
が
ん
共
済
に
先
進

医
療
特
約
を
付
け
て

加
入
す
る
こ
と
が
お

す
す
め
。
参
加
し
た

受
講
生
は「
が
ん
に
な

る
の
は
い
や
や
け
ど
、

も
し
も
の
時
に
役
に

立
つ
話
が
聞
け
て
良

か
っ
た
」と
語
っ
た
。

　
平
成
27
年
12
月
17
日（
木
）、
農
産

物
加
工
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
講
師
に

下
樋
先
生
を
迎
え
開
催
さ
れ
た
。
今

回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
も

近
い
と
い
う
こ
と
で
、
子
供
が
喜
ぶ

料
理
で
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ク
リ
ー
ム

シ
チ
ュ
ー
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
の
作
り

方
を
習
っ
た
。
受
講
生
は
、
今
ま
で

習
っ
た
技
術
を
使
い
な
が
ら
て
き
ぱ

き
と
料
理
を
仕
上
げ
た
。

　
冬
の
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

「
お
で
ん
の
大
根
は
源
助
大
根
が
い

い
」
と
か
、
ハ
ン
バ
ー
グ
の
語
源
等

に
つ
い
て
豆
知
識
を
語
り
な
が
ら
、

完
成
し
た
料
理
を
楽
し
く
試
食
し
た
。

　
今
回
を
も
っ
て
、
第
１
期
生
の
男

性
料
理
教
室
（
全
11
回
）
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
第
２
期
生
の
男
性
大

学
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
検
討
中
で
す
。
こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
か
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

本
店
総
務
部
　
担
当
／
平
山
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
７
２
―
３
３
３
３

お
問
い
合
せ
先
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Ｊ
Ａ
白
山
営
農
部 

丸
い
も
部
会
事
務
局
　
舟
渡
ま
で
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ （
０
７
６
）２
７
３ 

― 

５
２
７
７

問
い
合
わ
せ
先 

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
丸
い
も
試
食
販
売

　
平
成
27
年
12
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
、
丸
い
も

の
試
食
販
売
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
丸
イ
モ
部
会
の
女
性
部
員
が
看
板
娘
と

し
て
、
す
り
お
ろ
し
た
丸
い
も
の
小
皿
を
手
渡
し
な
が
ら
、
丸
イ
モ
の
滋
養
強
壮

の
効
能
や
料
理
の
仕
方
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
試
食
さ
れ
た
方
は
、「
お
い
し
い
ね
。

う
ち
で
も
食
べ
る
の
に
買
っ
て
い
く
わ
」
と
語
っ
た
。
丸
い
も
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
ブ

ラ
ン
ド
野
菜
の
一
つ
で
、
商
品
価
値
も
高
い
為
、
現
在
、
地
元
贈
答
用
、
関
西
方

面
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す
が
、供
給
が
需
要
に
追
い
付
か
な
い
の
が
現
状
で
、

若
き
生
産
者
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
丸
イ
モ
部
会
へ
一
度

ご
連
絡
下
さ
い
と
の
こ
と
。

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
丸
い
も
試
食
販
売

丸
い
も
出
荷
大
忙
し

　
12
月
４
日（
金
）、
寒
風
吹
き
荒
れ
る
大
荒

れ
の
天
気
の
中
、
丸
い
も
出
荷
作
業
の
取
材

を
行
っ
た
。
11
月
か
ら
毎
週
金
曜
日
、
部
員

た
ち
が
集
ま
り
、
等
級
づ
け
と
出
荷
の
箱
詰

め
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
９
名

の
部
員
（
内
３
名
が
新
人
部
員 ※

中
村
春

樹
さ
ん
、山
本
勉
さ
ん
、井
上
宝
子
さ
ん
）が
、

出
荷
作
業
を
行
っ
た
。
27
年
度
の
品
質
は

上
々
で
12
月
末
に
は
出
荷
さ
れ
た
全
量
（
約

６
ト
ン
）
が
完
売
す
る
。
販
売
先
は
、
京
都

の
有
名
商
店
や
県
内
外
の
お
歳
暮
に
利
用
さ

れ
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
直
売
し
て
い

る
。
中
村
部
会
長
は
、「
全
盛
期
（
出
荷
量

35
ト
ン
）
か
ら
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
足
ら
な

い
。
新
規
部
員
を
大
募
集
し
て
増
産
し
て
い

き
た
い
。
近
い
将
来
、
東
京
進
出
も
計
画
し

て
お
り
、
最
低
全
盛
期
の
半
分
（
10
〜
15
ト

ン
）
は
確
保
で
き
る
よ
う
丸
い
も
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
28
年
度
も
２

名
の
新
規
部
員
を
確
保
し
て
お
り
、
丸
い
も

部
会
の
発
展
に
注
目
し
た
い
。
今
年
度
生
産

価
格
は
、
７
０
０
円
／
㎏ 

〜
６
５
０
円
／

㎏
に
な
る
予
定
。

丸
い
も
出
荷
大
忙
し

丸
い
も
部
会

丸
い
も
部
会
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【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

「
個
人
情
報
保
護
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
係
る
各
種
方
針
・
規
程
」
の
設
定
に
つ

い
て（
可
決
）

第
２
号
議
案

　理
事
が
代
表
を
務
め
る
法
人
へ
の
信
用
供

与
の
条
件
変
更
に
つ
い
て（
可
決
）

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
27
年
10
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

②　

平
成
27
年
産
米
の
集
荷
実
績
報
告
に
つ
い
て

③　

白
峰
支
店
の
移
転
用
地
取
得
に
か
か
る
既
存
建
物
の

取
壊
し
に
つ
い
て

④　

鶴
来
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

の
実
施
に
つ
い
て

⑤　

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に
お
け
る
野
立
広
告
塔
及
び

風
除
壁
の
設
置
に
つ
い
て

⑥　

組
合
長
一
任
取
引
に
か
か
る
有
価
証
券
取
得
結
果
に

つ
い
て

第
７
回
定
例
理
事
会

●
日
時
　
平
成
27
年
11
月
26
日（
木
）　
午
後
１
時
30
分

理
事
会
だ
よ
り

　毎年、冬になると雪下ろし作業に伴う転落事故等が発生しています。屋根の雪下ろしは、安全対策
を怠ると、大きな事故につながります。

●温かい日の午後は特に注意しましょう
 屋根が滑りやすく危険ですので、できれば曇り空で雪が固い午前中に行いましょう
●安全な服装で
 ヘルメットの着用、着ぶくれしない動きやすい服装にしましょう
●転落防止に命綱を使いましょう
 ザイルや麻ロープなどを使いましょう
 命綱は屋根の上で止まる長さで正しく結びましょう
●はしごはしっかり固定しましょう
 はしごの足元はしっかり固定し、頭部を安定させましょう
 自分の足場をしっかり確保し、雪は、20cmほど残して落とす。
 （おろし過ぎは、滑りやすくなってしまいます）
●２人以上で作業しましょう
 やむを得ず１人で作業する場合は、家族や近所に声を掛け、時々様子を見てもらう
●無理な作業はやめましょう
 雪下ろしは重労働です。作業する前には準備運動、作業中には十分な休憩をとり水分を補給しましょう
 体調が悪い時は無理をせずやめましょう

　昨年度は大雪に見舞われました。今年度もまだまだ大雪が予想されます。雪下ろしの際はケガや屋根の破
損などに十分ご注意ください。JAの建物更生共済にご加入の皆様のお宅で、降雪による屋根の被害や屋根雪
降ろし時にお怪我をされた場合は最寄の店舗またはLA（ライフアドバイザー）までお気軽にご相談ください。

除雪作業の注意

ＪＡ共済から安全・安心のお知らせ

　平
成
27
年
11
月
10
日
・
11
日
に
開
催
さ
れ
た
第

18
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
蝶
屋

支
店
管
内
の（
農
）安
産
営
農
組
合
が
集
落
営
農
部

門
で
表
彰
さ
れ
た
。
同
賞
は
、
全
国
の
担
い
手
の

中
で
優
良
経
営
体
を
運
営
す
る
営
農
組
合
に
対
し

表
彰
さ
れ
る
も
の
。

　今
回
の
同
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
語
ろ
う
未
来

を
受
け
継
ご
う
今
を
！
〜
農
業
の
無
限
の
可
能

性
を
信
じ
て
〜
」
で
、
開
催
地
の
宮
崎
県
は
「
日

本
の
ひ
な
た
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に（
農
）安
産
営

農
組
合
に
は
、「
白
山
市
の
ひ
な
た
」
と
し
て
、

管
内
農
業
振
興
を
リ
ー
ド
し
て
頂
き
、
今
後
一
層

の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第18回 全国農業担い手サミット in みやざき

（農）安産営農組合  集落営農部門で受賞
全国担い手育成総合支援協議会会長賞
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
国
内
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
政
策

の「
大
胆
な
金
融
政
策
」「
機
動
的
な
財
政
政
策
」

「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
に
よ
り
、

経
済
は
ゆ
る
や
か
な
成
長
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
業
情
勢
に
お
い
て
は
、
農
業
者
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
、
米
を
中
心
と
し
た
農
産
物

の
価
格
低
迷
等
、
農
業
の
先
行
き
不
安
を
募
ら

せ
る
状
況
が
続
く
中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
大
筋
合

意
と
な
り
、
農
業
部
門
は
農
林
水
産
物
重
要
品

目
５
品
目
へ
の
特
別
輸
入
枠
の
設
定
や
段
階
的

な
関
税
の
削
減
・
撤
廃
、
さ
ら
に
は
野
菜
の
関

税
が
撤
廃
さ
れ
る
等
、
農
産
物
市
場
の
大
幅
な

開
放
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
合
意
に
よ
り

我
が
国
の
農
業
・
農
村
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

生
産
現
場
で
は
不
安
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
農
家
の
不
安
払
拭
と
安
定
生
産
に
む

け
て
総
額
４
０
０
０
億
円
越
の
補
正
予
算
案
を

ま
と
め
る
等
の
対
策
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
農
業
・
農
村
を
将
来
に
渡

っ
て
守
り
安
心
し
て
農
業
を
営
む
こ
と
が
出
来

る
対
策
を
強
く
政
府
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
８
月
の
改
正
農
協
法
は
、
農
協
の
事

業
運
営
原
則
の
明
確
化
、
理
事
等
の
構
成
、
中

央
会
制
度
の
廃
止
、
公
認
会
計
士
監
査
の
義
務

付
け
等
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
・
組
織
の

根
幹
に
か
か
わ
る
大
幅
な
法
改
正
と
な
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
ら
の
対
応
と
し

て
、全
国
Ｊ
Ａ
大
会
で
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
３

つ
の
基
本
目
標
と
す
る
自
己
改
革
に
取
組
む
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
27
年
度
事
業
の
展
開
は
、
第
三
次

中
期
計
画
（
25
〜
27
年
度
）
の
最
終
年
と
し
て

各
事
業
を
計
画
に
沿
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
特
に
、
昨
年
６
月
末
に
オ
ー
プ
ン
し
た

県
内
最
大
級
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
は
、
当
初
の
計
画

を
上
回
り
、
地
域
農
業
に
元
気
と
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
な
り
一
定
の
成
果
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
第
四
次
中

期
３
カ
年
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
と
な
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
改
革
の
基
本
項
目
を
重
視
し
た
取
り
組
み

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
農
業
所
得
の

向
上
と
生
産
の
拡
大
に
お
い
て
は
、
主
要
品
目

の
米
の
生
産
販
売
対
策
の
強
化
と
園
芸
振
興
に

よ
る
複
合
経
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
の
取
り
組
み
を
一

層
強
化
し
、
農
業
振
興
と
地
域
活
性
化
の
拠
点

施
設
と
し
て
運
営
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
は
、 

Ｊ
Ａ
白
山
は
合
併
10
周
年
を
迎
え

ま
す
が
、 

Ｊ
Ａ
は
地
域
農
業
の
発
展
と
生
活
を

守
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
組
合
員
・
地
域
住

民
に
愛
さ
れ
る
組
織
と
し
て
よ
り
一
層
の
発
展

に
向
け
て
役
職
員
一
同
、
積
極
的
に
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
皆
様
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
国
内
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
政
策

の「
大
胆
な
金
融
政
策
」「
機
動
的
な
財
政
政
策
」

「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
に
よ
り
、

経
済
は
ゆ
る
や
か
な
成
長
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
業
情
勢
に
お
い
て
は
、
農
業
者
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
、
米
を
中
心
と
し
た
農
産
物

の
価
格
低
迷
等
、
農
業
の
先
行
き
不
安
を
募
ら

せ
る
状
況
が
続
く
中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
大
筋
合

意
と
な
り
、
農
業
部
門
は
農
林
水
産
物
重
要
品

目
５
品
目
へ
の
特
別
輸
入
枠
の
設
定
や
段
階
的

な
関
税
の
削
減
・
撤
廃
、
さ
ら
に
は
野
菜
の
関

税
が
撤
廃
さ
れ
る
等
、
農
産
物
市
場
の
大
幅
な

開
放
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
合
意
に
よ
り

我
が
国
の
農
業
・
農
村
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

生
産
現
場
で
は
不
安
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
農
家
の
不
安
払
拭
と
安
定
生
産
に
む

け
て
総
額
４
０
０
０
億
円
越
の
補
正
予
算
案
を

ま
と
め
る
等
の
対
策
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
農
業
・
農
村
を
将
来
に
渡

っ
て
守
り
安
心
し
て
農
業
を
営
む
こ
と
が
出
来

る
対
策
を
強
く
政
府
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
８
月
の
改
正
農
協
法
は
、
農
協
の
事

業
運
営
原
則
の
明
確
化
、
理
事
等
の
構
成
、
中

央
会
制
度
の
廃
止
、
公
認
会
計
士
監
査
の
義
務

付
け
等
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
・
組
織
の

根
幹
に
か
か
わ
る
大
幅
な
法
改
正
と
な
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
ら
の
対
応
と
し

て
、全
国
Ｊ
Ａ
大
会
で
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
３

つ
の
基
本
目
標
と
す
る
自
己
改
革
に
取
組
む
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
27
年
度
事
業
の
展
開
は
、
第
三
次

中
期
計
画
（
25
〜
27
年
度
）
の
最
終
年
と
し
て

各
事
業
を
計
画
に
沿
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
特
に
、
昨
年
６
月
末
に
オ
ー
プ
ン
し
た

県
内
最
大
級
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
は
、
当
初
の
計
画

を
上
回
り
、
地
域
農
業
に
元
気
と
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
な
り
一
定
の
成
果
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
第
四
次
中

期
３
カ
年
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
と
な
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
改
革
の
基
本
項
目
を
重
視
し
た
取
り
組
み

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
農
業
所
得
の

向
上
と
生
産
の
拡
大
に
お
い
て
は
、
主
要
品
目

の
米
の
生
産
販
売
対
策
の
強
化
と
園
芸
振
興
に

よ
る
複
合
経
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
の
取
り
組
み
を
一

層
強
化
し
、
農
業
振
興
と
地
域
活
性
化
の
拠
点
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。
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迎
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Ａ
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地
域
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業
の
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展
と
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守
る
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点
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た
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上
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し
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当ＪＡ顧問税理士

福田　正寛

無料税務相談会
　身近にあって、でもなかなか分からない
税金のしくみ。それぞれのケースに合わせ
て、分かりやすくお答えします。

要予約

ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 平山）

●開催日時 平成28年 １月25日（月）
  ２月25日（木）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店
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本年もよろしくお願い申し上げます

（平成２７年１1月末実績参考）
組合員数 6,634名（団体含）

67,121百万円
19,405百万円

2,284億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

1,336,931千円
766,874千円

143名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあい

組合長年頭のご挨拶

JA白山
広 報

設置期間

受付時間

場　所

松任税務署の 会場について松任税務署の確定申告 会場について
2月8日（月）～3月15日（火）
※土曜日、日曜日、祝日を除く

午前9時から午後4時
※会場の混み具合によって、時間前に受付を終了する場合があります

松任税務署 （白山市博労2丁目22番地）

松任税務署からのお知らせ

確定申告会場を利用される方へ
　税務署では、e-Tax（国税電子申
告、納税システム）の利用を推進し
ています。
　税務署の確定申告会場での、パソ
コン（e-Tax）への入力は、原則とし
て、納税者の皆さんにお願いしてい
ます。
　不明な点は税務署の職員がワン
ポイントアドバイスをしますので、
ご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ先／ 松任税務署 TEL（076）276－2345

春を待つ麦春を待つ麦


